
第2 章京都大学構内遺跡の概略

樋口隆康泉拓良

1 京都大学構内の遺跡

京都大学は京都市左京区にある吉田キャンパスを中心に全国18 道府県に附属施設があり，

その敷地総面積は借地も含めると約49km2 である。この敷地内には数多くの遺跡が存在し，
あま

古くから署名な遺跡も少なくない。大阪府高槻市にある農学部附属農場の安満遺跡〔島田

ほか29，小野山・都出73〕，同市にある理学部附属阿武山地震観測所の阿武山古墓〔梅原36 〕，

京都市北区にある農学部附属演習林上賀茂試験地の本山窯；吐〔宇佐56 〕，京都市左京区にあ

る北部構内の北白川追分町（京大農学部）遺跡〔梅原23 ，島田24〕などをあげることができる。

そのほか，吉田キャンパスの各構内をはじめ，京都府向日市の農学部附属植物生殖質研究
みつき

施設（中海道遺跡）〔向日市教委79 〕，京都府丹波町の農学部附属牧場（美月遺跡），高槻市の
乙そベ

農学部附属農場古曽部報室（古曽部遺跡）， 和歌山県白浜町の理学部附属瀬戸臨海実験所

（瀬戸遺跡）〔伊勢田66 ，京大調査会77，京大埋文研78 a・80〕，和歌山県串本町の農学部附

属亜熱帯植物実験所（大森山丘陵遺跡C地点）でも遺跡を確認している。本章ではこれらの

構内遺跡のうち，最も多く発掘調査をしている吉田キャンパスの遺跡について，その概略

を述べる。

2 吉田キャンパスの遺跡

吉田キャンパスは面積約77 万ぱで，府道と市道によって 6構内にわかれている（図版 1）。

北東から）慣に北部構内（京都市左京区北白川追分町・西町），本部構内（吉田本町），商部構内

（吉田泉殿町），教安部構内（吉田二本松町・近衛町），医学部構内（吉田橘町），病院構内（聖

護院川原町）と呼ぶ。発掘調査をしていない西部構内を除く 5構内で遺跡が発見され， 60 

万nfの範囲に遺跡が存在すると推定している。縄文時代以降の遺跡が地域によって時代や

性格を異にして分布しているため，遺跡の概要が把握しにくく， 5構内ごとに遺跡をわけ，

00 構内遺跡と表記していた。しかし，乙れは遺跡の状況を的確に表現しているとは言い

がたく，昭和54 年度以降はとの表記をやめ，発掘調査の成果を中心に文献史料や地質学の

資料をあわせて遺跡のまとまりを検討している。その成果の一部は『京都大学埋蔵文化財

調査報告.II 一白河北殿北辺の調査一』として発表した。以下ではこの検討の一作業として，

縄文・弥生時代の遺跡については地形復原と遺跡の立地から，平安時代以後の遺跡につい

ては軒瓦の分布密度から遺跡を分類し概観する。
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6 京都大学構内遺跡の概略

図 1 北白川扇状地の縄文・弥生時代遺跡 縮尺 1/25,000

（明治25 年仮製 2万分 1地形図から作成）

3 縄文・弥生時代の遺跡

縄文・弥生時代は地形が現在と異なっていた。現在白川は谷口から少し西流したのち方

向を90 。南折し，吉田山の東側を南へ流れている（図 1）。 しかし，かつては方向を変えず
かみはて

そのまま西流し，北白川扇状地上で数本に分流して， 1本は北白川ヒ終町遺跡の南で56 地

点の北を流れ，もう 1本は11 地点と 6地点のあいだを流れていた〔泉78 〕。そのほか，縄文

時代の黄褐色砂層のみられない地域である本部構内中央あたりにも流路があったと推定し

ている。図 1に梨地で表わした範囲は，乙の白川が運んできた独特の色調の黄砂層を確認

した地域である。 54 地点やそのほかの地点の発掘からみて，その堆積時期は弥生前期末～

中期初頭であり〔京大埋文研79 p. 18 〕，淘汰が進んでいない乙とからみて，短期間に堆積

したものと推測できる。

黄砂を確認していない範囲のうち，図 1中央上の舌状地域と吉田山西麓の地域とは黄砂

の堆積した低地より当時約1.5ml まど高い微高地となっていた〔京大埋文研80 p.11 〕。一方，

図 1西半の地域は黄砂の堆積した時期と同じ乙ろないしやや遅れた時期に高野川系河川の
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氾濫原であった〔京大埋文研79 p. 6〕。現在でもこの地域は黄砂が堆積している地域より

1～2m 低く，その境には段が残っている（図 1）。

このようにして復原した旧地形からみると，弥生後期！の土器が出土した64 地点を除く他

のすべての地点は徴高地とその南または西の下底部に位置していることがわかる。とくに

扇央部の徴高地とその南には， 東から北白川別当町遺跡・同小倉町遺跡（縄文前期・中期

末・後期），京大植物閑遺跡（図 1 11 ，縄文後期），北白川追分町遺跡（図 1 16 ，縄文中期

・晩期入京大理学部遺跡（図 1 54 ，弥生中期）と並んでいる。 11 地点では縄文後期！の聾桁

・配石遺構， 16 地点では縄文晩期の集石土；民 54 地点では弥生中期の方形周溝墓が発掘さ

れており，扇央部が北白川扇状地上の遺闘群の中心であったと推測できる。

扇状地北部の徴高地には縄文巾期末の住居跡が発見された北白川上終町遺跡があり，扇

状地南部で吉田山西麓にある教養部構内では縄文後期・晩期l，弥生前期の包含居を検出し

ている。乙のように北白川扇状地の徴高地とその周辺には多くの遺跡が分布しているので

ある。ただし3 各地点は時期が異なっている場合が多く，同ーの集団もしくはその一部が

扇状地上を移動した結果と考えられる。したがって，これらの遺跡は広い意味での 1遺跡

であり，北白川遺跡詳として把握することが可能である。

黄砂の堆積をみない医学部構内74 地点ではヲ縄文晩期の土器を合む高野川系砂礁があり，

その上に白川系の砂礁，さらに黄色シノレトが堆積している（第 3章 p.14 ）。 64 地点ではこ

の黄色シルト居の上から弥生後期の土器を採集した〔京大理文研80 p. 5〕。この地点は他

の地点と異なった）I. 地であり， ;lt白川扇状地とその周辺では目下のところ唯一弥生後期jの

遺物が出土する地点であることから，北白川遺跡群に含めるか否かは検討する必要がある。

4 古墳時代～奈良時代の遺跡

縄文・弥生時代と続いてきた北白JII扇状地とその周辺の遺跡は，弥生後期を最後に古墳

時代後期まで途絶えてしまう。一方，乙の地の南や北ではこの時期遺跡が拡大・増加する

傾向がある。扇状地の南約 2kmlこは弥生後期から古墳時代中期まで続く岡崎御所内遺跡

（円勝寺下層）があり〔円勝寺発掘調主団71〕，高野川と賀茂川の合流点から北へ約 3kmのと

ころには弥生後期～古墳時代前期の大集落である植物園北遺跡がある〔京文研80 a〕。北白

川扇状地での遺跡の断絶をこれらの遺跡の拡大と関係付けることも可能であろう。

古墳時代後期になるとふたたび北白川扇状地に遺跡が現われ，吉田キャンパスでも以後

室町時代まで遺跡は継続する。古墳時代後期の遺構は縄文・弥生時代と同様に北白）II扇状

地扇央部lこ多く，北白川久保田町や下池田町では横穴式石室をもっ円墳，北部構内では土
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坑を検出している。奈良前期には，扇状地東北部の山際に東西に並ぶ 2寺（北白川廃寺）が

建：なされ，平安巾期までこの寺院は存続する。北部構内ではj司溝から完形の土師器密が出土

した奈良前期］の方形周溝遺構〔中村73 〕，木部構内では奈良後期jの竪穴住居跡（第 4章）を検

出している。そのほか教養部構内や医学部構内でも古墳時代～奈良時代の遺物を採集した。

一方， 病院構内問半では高野川系砂礁の中から奈良時代の須恵器が出土し〔京大埋文研81

p. 11 〕，当地が高野川の氾濫原であったことを示している。

古墳時代～奈良時代の遺構と遺物はあまり発見されていないため，遺跡の全体像は明ら

かでないが，北白川扇状地扇央部に遺跡が多い点は平安前期・中期の瓦の分布と一致する。

5 平安時代～室町時代の遺跡

平安時代に入ると，吉山キャンパスから出土する造物の質が大きく変化する。瓦や二彩

柏陶需，総粕陶器など上回の特定階層と結びつく遺物が出土する。これは平安京造営によ

る京近郊・葬地としての展開や，平安後期の鳴東・白河の開発とTfI 街化にかかわっていた

と推測できる〔宇野79 ，岡田79 〕。本節では調査で出土した軒瓦482 点の分布宿度の検討を

中心に，市街化と遺跡のまとまりについて考察する（表2 ・3 ，図 2 ）。

平安前期！ この時期lの軒瓦は14 点ですべて北部構内lから出土した（表 2）。とくに北部

府内南部B D31 区lこ多く，この地点から離れるほど少なくなる傾向がある（表 3）。平安前

期の遺物包含層は教養部構内と北部構内で検出したが，造物の呈は北部構内が多い。

平安中期 この時朋の軒瓦は18 点で，うち12 点が前期と同様に北部構内南部に集中し

ている（表 3 ，図 2 ）。その他の遺物もこの地域に多いことから， Ji 葺の建物が存在してい

た可能性が強く，その創建は平安前期iと遡るであろう。教養部構内と医学部構内でも中期

の軒丸が出土するが， 1～ 2）江と少なく（表 2 ），また両構内では平安後期の古い段階の粁

瓦が少ないことから，との時期両構内付近に瓦葺建物があったとは考えにくい。ただし医

学部構内ではこ彩粕陶器室や多数の須恵器小型長頚壷が出土することに注意を要する（第

3 章）。 ‘方，病院構内では高野川系河川の護岸跡から平安中期の土器が出土し， 高野川

は奈良時代より西へ流路を変え，鴨東の整備が進んだことが判る〔京大埋文研81 〕。

平安後期 ζの時期の軒瓦は 291 点と出土軒瓦総数の過半数を占め（表 2)' 5構内す

べてで出土している。軒瓦の量・分布とも前期・中期と格段の差があり，一つの画期をな

すと思われる（図 2）。とれを周辺の遺跡の状況からみると，六勝寺の造営をはじめとする

白河街区の形成時期と合致し，地形の変遷からみると高野川の流路が西へ大きく変わる乙

とと関係する〔京大理文研81 〕。
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建物と関連する遺構・遺物としては，瓦溜が北部構内東部B G36 区〔京大埋文研78b 〕と，

教養部構内東南部AN24 区〔京大調査会77 p. 77 〕で検出され，医学部構内A 018 区・ A Pl9 

区と教養部構内東南部A N23 区〔京大理文研79 p. 49 〕で凝灰岩片が出土している。したが

って，軒瓦も集中して出土する北部構内東部，教養部構内東南部，医学部構内西部i乙瓦茸

建物があったと推定しうる。また，病院構内東南部では瓦の出土が南へ偏ることから，調

査地の南方に瓦葺建物を想定している〔岡田81 p. 100 〕。本部構内東部も軒瓦が他地域から

の流れこみとは考えられず，付近に瓦葺建物を推定する必要があろう（図 2）。

平安後期の軒瓦を時期l的 l乙細分すると，中期から連続して軒瓦が山士、するのは北部構内

だけである。他の構内からは中央官街系瓦屋第皿期］（12 世紀前葉）〔上原78 a〕以後の軒瓦が

出土する。乙の第E 期の軒瓦は白河北殿の北辺にあたる病院構内南端に多く，北部構内を

除く他の構内では 1～ 2点を数えるのみであるが，第W 期・第V 期の軒瓦はすべての構内

で多数発見されている。乙のととから，北部構内には位置を若干変えてはいるが平安前期

以後連続して瓦葺建物がmあったと考えられる。しかし他の構内では白河街区の中心地によ

り近い病院構内の雨に瓦葺建物がまず建立され，以後若干遅れて北の本部構内まで開発が

及んだと考えられるであろう。

一方，乙の時期の軒瓦が出土していない地域がある。北部構内北部と教養部構内西北部

と病院構内西北部である。教養部構内西北部では平安後期～室町時代の遺構・遺物が多く

検出されている ζとからみて，瓦葺でない建物群があった可能性が強い（第 5章 p.39 ）。

医学部構内南端と病院構内西北部とでは高野川系河川の蛇行部が検出されており，その周

辺はあまり利用されない地域であったと思われる（第5章 p.42 ）。北部構内北部は白川の



調査面積lOOm ＇あたり
の軒瓦数

仁コなし
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平安時代～室町時代の遺跡

平安中期 平安後期

図2 軒瓦分布密度の時期的変化 縮尺 1/25,000

11 

鎌倉時代

教養部構内

吉田
近衛町遺跡

病院構内

一支流と思われる河川の痕跡があり〔京大調査会77 p. 78 〕， 扇状地中央の徴高地北斜面で

あるためあまり利用されなかったのであろう。との軒瓦が出土していない地域を念頭にお

くと，前述した各構内の瓦葺建物の存在がより鮮明になる（図 2）。

鎌倉時代 鎌倉時代の軒瓦は150 点と平安後期に次いで多いが，そのほとんどが医学

部構内西部A 018 区〔京大埋文研79 〕から出土した（表 2）。そのほかは，医学部構内東部，

本部構内東部，北部構内東部・西部から小量出土した（表 2）。この時期の軒瓦がまとまっ

て出土した教養部構内雨の吉田近衛町遺跡〔平良78 〕を教養部構内東南部と一連の遺跡とし

て加えると，病院構内東南部を除いて平安後期の粁瓦がまとまって出土した地域とすべて

重なる。軒瓦以外の遺物は各構内とも平安後期と同じかやや増加する傾向があり，また，

遺構も平安後期と連続するものも多く，平安後期の建物は鎌倉時代まで存続していたと考

えられる。しかし，病院構内南方に推定した平安後期の建物は鎌倉前期のうちに廃絶した

可能性が強い。

室町時代 軒瓦 9点のみと急激に少なくなる。それも医学部構内東部の 1点以外はす

べて北部構内東部から出土した（表 2）。教養部構内東南部と関係する吉旧近衛町遺跡のS

KOl では室町前期（中世京都 E 期中～新段階ごろ）の土器に伴って鎌倉時代の軒瓦40 数点が

出土している〔平良78 〕。室町時代の軒瓦はなしおそらく室町時代に入ってからは建物が

修復される乙となく 14 世紀後半ごろに取壊されたのであろう。医学部構内西部や本部構内
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西部の建物もとのζろ廃絶した可能性が強い。粁瓦以外の遺物は室町初頭に木古］l構内東部・

西部で減少するものの，その他の構内では増加する。しかし， 14 世紀後葉になると多くの

構内で造物は急に少なくなり，室町i:jJ期以後の遺物は各構内ともほとんど／－－！：L上していない。

宝田J前期ごろの軒瓦が比較的まとまって出土した北部構内東部では， 16 世紀ごろの一石五

輪塔や石製卒堺婆が出土し，との時期に寺院が存在していた可能性もある。しかし，他の

構内は14 世紀後葉ないし15JIJ: 紀以後は田畑と化したと思われる。

6 吉田キャンパス内の遺跡のまとまり

吉田キャンパス内の遺跡を時期j別に別けて説明してきたがp 長後lζ 担）.＇;i_をかえてそれぞ

れの遺跡を形成した主休について考え，遺跡のまとまりについて言及する。

縄文・弥生時代の遺跡はすでに述べたように，比叡山西麓lこ居住していたひとつの集団

によって形成された遺跡であろう。古墳時代前期・中期にみられる遺跡の断絶は集団がか

わった可能性を示す。古墳時代後期以後，北白川扇状地には一貫して遺跡があり，奈良前

期］から平安中期の北白川廃寺や平安前期から室町時代の北部構内の「寺院」からみて，扇

状地上の遺跡の連続性が怨:xlごされる。一方？北部構内以外の構内iとみられる平安後期から

はじまる瓦空建物を伴なう追跡は，すべて14 世紀のうちに収まってしまう。後者を白河街

区の開発に伴なって形成されたものであり，特定の階層たとえば受領層によるものと考え

られるならば，北部構内の遺跡はより地域に根ざした在地勢力との係りで民間した遺跡と

推測しうる。その意味において，古墳時代以後の遺跡は大きく 2 つにわけることができる。

ただし，平安前・中期jから遺跡が始まり以後独自に展開した可能性のある教養部構内西北

部とその周辺を乙のいずれかに含めるかは未解決である。白河街区lと含まれると推定した

地域は遺構の方位や盛衰時期の差から，病院構内東南部，医学部構内西部，教養部栴内東

南部，本部構内東部の 4つに細分できる。前 3 者についてはそれぞれ文献史料から，白M

北殿の北辺〔京大埋文研81 〕，吉田氏（藤原北家勧修守家流）の第宅と苦担所〔f1<80 〕，福勝院

〔杉山62 ，川上77〕にそれぞれあてるととも可能である。また，教養部構内西北部を吉田社

旧社地にあてることができるならば，木部構内は平安中期の葬地〔）II上77〕にあたり，北部

構内の「寺院］は神楽［-/Gj 古田守にあてることができる。しかし，直接的な証拠は目下のと

ζ ろなし結論を下すためには資料の増加を必要とする。

個々の発掘調査について，遺構の詳細な検討，遺物の厳式的・量的把握を行ない，文献

史料を集成することによって，遺跡のより紋密な把握が可能である。本章はそのような作

業のおおまかな位置付けとして吉田キャンパス内の遺跡の概略を記した。




